
指宿市家庭教育学級開設運営委託契約書（案）
指宿市（以下「甲」という。）と　指宿市立●●●●小学校
代表者又は会長　●●　●●　　　　　　（以下「乙」という。）は、次のとおり指宿市家庭教育学級の開設及び運営に関する契約を締結する。
期日
第１条  甲は、指宿市における家庭教育振興のために、指宿市家庭教育学級（以下「学級」という。）の開設及び運営を乙に委託する。

第２条  乙は、開設運営委託仕様書に基づき、学級を開設し、運営するものとする。
第３条　契約期間は、平成３０年５月　　日から平成３１年　　月　　日までとする。

第４条  甲は、乙に対して、委託料●●，●●●円を支払う。

２　甲は、前項に定める金額を前払金として、契約締結後、乙から適正な請求書を受理した日から起算して３０日以内に支払うものとする。
第５条　甲は、前条の規定にかかわらず、乙からの委託料について前払金の請求があった場合において、その必要があると認めるときは、委託料の全額を前金払することができる。
２　乙は、前項の場合において、支払を受けた前金払を学級の運営に必要な経費以外にの支払に充当してはならない。
第６条  契約保証金は免除する。

第７条　乙は、学級の開設及び運営の全部又は一部を、第三者に委託してはならない。

第８条  甲は、適正な学級の運営を図るため、乙に対して常に状況に応じた監督を行い、契約の履行を確保するものとする。

２　乙は、前項の規定による甲の監督を受け、甲から改善の命令等がなされた場合には、その補正等の措置をしなければならない。

第９条　乙は、学級の運営を完了したときは、速やかに完了届を甲に提出しなければならない。

第10条　甲は、乙が次の各号の一に該当するときは、この契約を解除することができる。

(1)　契約期間内に履行の見込みがないと認められるとき。

(2)　前払金を学級の運営に必要な経費以外の支払に充当したとき。
(3)　第８条第２項の規定による甲からの改善の命令等に従わないとき。
(4)　前３号のほか、この契約に違反し、その違反によりこの契約の目的を達することができないと認められるとき。

２　前項の規定により契約が解除された場合、乙は受領済みの前払金額の全部又は一部を返還しなければならない。
第11条　前各項のほか，法令及び指宿市契約規則を遵守すること。
第12条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義を生じたときは、甲乙協議のうえ定めるものとする。

この契約の締結を証するため、本書２通を作成し当事者記名押印のうえ、各自１通を所持する。

  平成３０年５月●日

        甲    指宿市十町２４２４番地
指 宿 市
              指宿市長　　豊留　悦男
乙　　住　　　所　指宿市●●●●９３００番地２　　         　
組　織　名　指宿市立●●●●小学校　　　　　　　　　　　

代表者又は会長　●●　●●　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏面あり
　③「委託契約書」記入についての説明

　＊記入例を参考に　　　　　の箇所に必要事項を記入してください。

　　※契約期間，委託料，日付の箇所につきましては，社会教育課で記入しますので，空欄のままで構いせません。
　＊●●●●代表者等の印を２部とも押印し，収入印紙への押印は，記入例のように割印と
してください。
　＊委託契約書は表裏両面の様式です。
　　委託契約書の裏面に運営委託仕様書が印刷されていることを必ず御確認してください。
　＊２部とも社会教育課へ提出してください。

６月１日（金）


提出期限厳守





記　入　例





契約期間，委託料については，社会教育課で記入しますので，空欄でお願いします。





収入印紙


２００円





日付：空欄でお願いします。





割印





印





●各様式共通事項





　・修正液・修正テープは使用しないでください。


　　また，記入にはボールペン等を使用してください。（鉛筆書き×）





　・家庭教育学級に使用している通帳に記載されている口座名（例：指宿市立●●小学校●●●●　代表者又は会長　菜の花　太郎）を「運営計画書」「委託契約書」「請求書」「完了届」に記入してください。





　・押印が必要な様式には，全て同じ印鑑を御使用ください。


　　（シャチハタは使わないでください）








